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〈若干のやりとり〉
組合：ふざけた回答だ。余りにも低い。

会社：これが精一杯の回答だ。

組合：赤字幅が改善された。社員は苦労している。前回よりは改善できると思

っていた。
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2021年度年末手当に関する第３回団体交渉（会社回答）

社員の苦労に何ら応えていない！
余りにも低額回答にその場で再申し入れ
本部は本日、『申第12号』に基づく、2021年度年末手当に関する第３回団体交

渉を開催しました。会社から以下の回答と、「年末手当の回答にあたって」の見

解（４ページ）が示されました。

本部は、余りにも低額回答で、社員の苦労に何ら応えていないとして、その場

で再申し入れを行いました。

再申し入れについての団体交渉（第４回団交）は、１１月１１日に開催します。

会社回答

１ 支給月数は、２．２箇月とする。

２ 支給日は、１２月１０日以降準備でき次第とする。
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会社：赤字は赤字に変わりない。赤字が改善されたからといっても、上乗せす

るつもりはない。

組合：安定的支給ベースの２．９ヶ月は出すべきだ。儲かっているときには「業

績連動ではないとして抑え、赤字になった場合のために安定的支給ベース

がある」と会社が言っていた。

会社：黒字だから安定的支給ベースである。見解の違いだ。

組合：赤字だから安定的支給ベースはないということか。

会社：そうだ。

組合：要求通り出すために、リニアをやめれば良い。

会社：リニアは進めていく。

組合：これでも健全経営といえるのか。

会社：そうだ。

組合：「回答にあたって」を読めば「リニアをやるから社員は我慢せよ」と言

っているようなものだ。

会社：当社としては、やらなければならない事業を述べている。リニアもそう

だ。

組合：夏季手当も２．２ヶ月だ。改善する考えはないのか。

会社：赤字のため、借金して、一方では金は出ていく。収益が戻れば良くなる

という考えだ。

組合：だから業績連動型というのだ。

会社：業績連動型ではない。

組合：３回連続２．２ヶ月だ。「回答にあたって」は人事部長名であり、社員

の気持ちなどを考えたら社長名で出すべきだ。

会社：会社で判断したことだ。

組合：専任社員にはこの回答はきつい。

会社：専任社員に上乗せする考えはない。社員一律だ

組合：対立だ。持ち帰り検討には値しない。この場で再申し入れを提出する。

以 上
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会社回答書
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会社見解


